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令
和
３
年
５
月
９
日
に
農
業
委
員
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
以
下
推
進
委

員
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
10
日
新
た
に

農
業
委
員
９
名
が
町
議
会
の
同
意
を
得
て

町
長
よ
り
任
命
さ
れ
、
委
員
互
選
に
よ
り

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
を
受
け
た
新

し
い
農
業
委
員
９
名
が
就
任
し
、
５
月
10
日
開
催
の
総
会
に
お
い
て
、
会
長
に
野
中
照
雄

委
員
、会
長
職
務
代
理
者
に
佐
藤
正
一
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
＝
令
和
３
年
５

月
10
日
～
令
和
６
年
５
月
９
日
）

ま
た
、
５
月
20
日
、
新
し
い
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
18
名
に
野
中
農
業
委
員
会
長

よ
り
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
＝
令
和
３
年
５
月
10
日
～
令
和
６
年
５
月
９

日
）昨

期
に
引
き
続
き
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
相
互
連
携
・
協
力
し

て
担
い
手
へ
の
農
地
等
の
利
用
集
積
・
集
約
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
農
業
へ

の
新
規
参
入
の
促
進
な
ど
農
地
の
利
用
の
最
適
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

昨
期
に
引
き
続
き
、
再
度
会
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
改
め
て
重
責
に
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
農
業

委
員
会
の
承
認
を
得
て
20
日
に
18
名
の
推

進
委
員
を
委
嘱
し
て
新
し
い
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
改

正
農
業
委
員
会
法
で
は
、
農
業
委
員
会
は

農
地
法
に
基
づ
く
権
利
移
動
の
許
可
等
に

加
え
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
の
業
務
が
必
須
と
な
り
ま
し
た
。

農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
て
の
推
進
委

員
の
地
元
に
密
着
し
た
現
場
活
動
は
、
結

果
と
し
て
将
来
の
農
業
の
発
展
・
維
持
に

つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
町
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
全
国
的
な
傾
向
と
同
じ
く
農
業
者
の

減
少
と
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
に
加
え
て

こ
こ
数
年
の
異
常
気
象
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど

の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害
の
増
大
な

ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
消
費
者
の
行
動
が
制
限
さ
れ
、

飲
食
業
界
の
不
振
が
直
接
農
業
生
産
者
に

も
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
町
の
担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積
率
は
63
％
で
す
。
上
位
か
ら
寺
渡
戸
、

大
谷
、
石
末
北
部
、
栗
ケ
島
が
い
ず
れ
も

70
％
を
超
え
て
お
り
、
国
の
令
和
５
年
度

ま
で
の
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
率
80
％

と
す
る
目
標
指
針
に
近
づ
い
て
お
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
と
し
て
は
、
昨
期
で
農
家

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
か
ら
緊
急
性
の
高
い
案
件
は
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
担
い
手

農
業
者
や
農
地
集
積
の
重
要
業
務
の
地
区

ご
と
の
農
業
者
と
の
話
し
合
い
の
実
行
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
実
施
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
町
民
の
方
々
に
ワ
ク
チ
ン
が
接

種
さ
れ
、
安
心
安
全
な
行
動
が
で
き
る
こ

と
を
強
く
願
う
ば
か
り
で
す
。
町
内
18
地

域
よ
り
選
出
さ
れ
た
推
進
委
員
は
地
区
内

の
農
地
情
報
に
精
通
し
て
お
り
、
そ
の
活

動
は
お
お
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
農
業
の
発
展
の
た
め
、
関
係
諸
団

体
と
連
携
を
図
り
、
新
た
な
委
員
が
一
致

団
結
し
て
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

農
業
者
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（上高根沢）
佐藤　正一
第２農地調査班

（上阿久津）
増渕　富士子
第１農地調査班

（宝積寺）
小堀　良三
第１農地調査班

（大谷）
永島　信男
第３農地調査班

新
し
い
農
業
委
員
会
構
成
（
第
二
十
四
期
）

就
任
あ
い
さ
つ

会
長
　
野
中
　
照
雄

（中阿久津）
第３農地調査班

新
農
業
委
員
紹
介（

議
席
順
）

会
長
職
務
代
理
者
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（上高根沢）
小林　欽一
第１農地調査班

（花岡）
石塚　啓子
第２農地調査班

（石末）
和田　悦郎
第２農地調査班

（文挾）
平石　淳一
第３農地調査班

（石末）
加藤　清也
石末北部

（文挾）
古口　忠司
飯室・文挾

（平田）
荒井　孝則

仁井田・東高谷・伏久

（中阿久津）
野中　瑞晃

中妻・中東・中台・中西

（宝積寺）
横塚　一美

宝積寺・光陽台・宝石台

（大谷）
菊地　修一

大谷

（石末）
出口　良久
石末南部

（花岡）
齋藤　悦男
花岡西上・東上

（平田）
加藤　薫
上太田・中郷

（太田）
小松　郁夫

太田

（桑窪）
鈴木　信久

桑窪

（上柏崎）
古口　善郎
上柏﨑・亀梨

（中柏崎）
小林　毅
中柏崎・下柏崎

（上高根沢）
大塚　典男
上高根沢南部

（上高根沢）
見目　智史
上高根沢中部

（上高根沢）
野中　利明
上高根沢北部

（栗ケ島）
斎藤　浩実
栗ケ島・寺渡戸

（西高谷）
小堀　秀一

西高谷・花岡西下・東下

新
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
紹
介

【上段】
住所

【中段】
氏名

【下段】
調査班

（農業委員）

担当区域
（推進委員）

事 務 局 職 員 紹 介
局　　長　片野　秀光

業務：事務局統括

局長補佐　福田　真
業務：全般·農地調整

主　　事　大野　希美（庶務係）
業務：農地調整·農業者年金
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連 携

委　員

１　農地の確保と有効利用
２　農地等の利用の最適化
３　農業の担い手の育成・確保
４　農業者等の声を行政に反映させる

○農地転用の許可（農地法)
○農地等の権利移動の許可
○農地利用集積計画の決定
○農業委員会における活動
目標、計画の策定及び点
検、評価
○農地等の利用の最適化の
推進に関する指針の策定
○農地等の利用の最適化の
推進

最高議決機関である総会に
出席し、以下の内容につい
て審議を行います。

農地利用最適化推進委員

１　担い手への農地利用の集積・集約化の取り組み
⇒地域における担い手への集積・集約化に向けた話
し合いの場をつくる。

⑴人・農地プランなど、地区における農業者の話合
いへの参加と話し合いの場づくりの推進
⑵農地の利用調整
⑶農地の出し手に対する農地中間管理事業の活用促進
⑷農地利用の集積・集約化には農地中間管理事業を
最優先に活用
⑸担い手への農地利用の集積・集約化の実施
⑹農地の権利移動と農地作業受委託の相談窓口
⑺農業委員会からの求めや担当地区の案件に対し、
総会で意見を述べる

２　遊休農地の発生防止・解消に向けた取り組み
⇒地域の農地の状況を把握し､遊休農地の発生防止･
解消活動を推進する。

⑴農地パトロール（利用状況調査）：毎年実施
　①農地利用の確認　　②遊休農地の実態把握
　③違反転用の防止
⑵利用意向調査の実施
　　遊休化を未然に防ぎ、担い手に結び付くよう親
身な対応
⑶遊休農地の活用を検討する

３　新規参入への取り組み
⇒地域への新規就農や企業の参入の受け入れ態勢を
つくる。

⑴地域の新規就農者の相談窓口
⑵新規就農者への地域支援や行政機関（農業委員会
･産業課など）との連絡調整

担当区域において、現場活動を行います。

高根沢町農業委員会

担当区域において、
農地利用最適化推進委員が
調査等で戸別訪問を
行いますので、
ご協力をよろしく
お願いいたします。

農業委員会の組織体制について農業委員会の組織体制について

4つの基本的な取り組み
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乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
装
着
徹
底
を

農
業
機
械
の
安
全
対
策
　
①

農
研
機
構
革
新
研

安
全
工
学
研
究
領
域
長

貝
沼
　

秀
夫

ＱＡ

あらゆる場に名前出し情報提供を

収穫体験の集客増やす方法は？シイタケの廃菌床が肥料に変身

豊
か
な
環
境
づ
く
り
に
も
力

水
田
の
生
き
物
増
え
渡
り
鳥
飛
来

好
評
の
ブ
ラ
ン
ド
米

ふん土を有効活用
ミミズに食べさせ阿

波
農
産
　
徳
島
・
小
松
島
市

野
菜
が
甘
く
な
っ
た

湛水散布で効果高い水稲中・後期除草剤

新
商
品

新
品
種

専用ソフトでルート作成し自動飛行が可能

新
商
品

飼料米を利用したギンザケ用配合飼料

話
　
題

果肉がピンク色に着色する晩生のリンゴ

　経営・技術　

　
農
作
業
死
亡
事
故
は
２
０
１

７
年
に
は
３
０
４
件
発
生
し
、

そ
の
う
ち
農
業
機
械
作
業
に
係

る
事
故
は
２
１
１
件
だ
っ
た
。

農
水
省
は
２
月
、
農
業
機
械
作

業
に
係
る
死
亡
事
故
を

年
ま

で
に
半
減
（

年
比
）
さ
せ
る

と
い
う
目
標
を
打
ち
出
し
た
。

　
死
亡
事
故
が
最
も
多
い
農
機

は
「
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
」
だ
。

安
全
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム

（
以
下
、
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
）
を
装
備

し
た
機
種
の
使
用
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
徹

底
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｓ

は
一
定
範
囲
の
強
度
を
保
証
す

る
も
の
で
、
い
か
な
る
場
合
に

も
大
丈
夫
な
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、

年
度
の
国
の
デ
ー

タ
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
倒

転
落
死
亡
事
故
の
約
８
割
で
Ｒ

Ｏ
Ｐ
Ｓ
が
な
か
っ
た
。

　

年
度
の
農
研
機
構
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
常
時
締
め
る
人
は
５
％
、

路
上
の
み
締
め
る
人
が

％
と

少
数
だ
っ
た
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
締
め
な
い
と
、
運
転
者
が
投

げ
出
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、

Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
が
あ
っ
て
も
重
大
な

結
果
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

る
。

　
転
倒
転
落
事
故
が
多
発
す
る

場
所
と
し
て
、
圃
場
の
出
入
り

口
や
端
な
ど
傾
斜
部
分
や
農
道

路
肩
の
法
面
な
ど
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
傾
斜
を
乗
り
越
え
る

際
は
、
作
業
機
を
で
き
る
だ
け

下
げ
、
傾
斜
に
対
し
直
角
の
向

き
で
ゆ
っ
く
り
走
行
す
る
。
作

業
で
必
要
な
と
き
以
外
、
左
右

ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
連
結
。
圃

場
の
端
や
路
肩
を
草
刈
り
な
ど

で
見
通
し
を
よ
く
す
る
こ
と
も

脱
輪
や
転
倒
回
避
に
有
効
だ
。

　
最
近
の
大
型
乗
用
ト
ラ
ク
タ

ー
は
、
快
適
性
追
求
の
面
か
ら

も
安
全
キ
ャ
ブ
の
も
の
が
多

い
。
そ
う
し
た
機
械
を
駆
使
す

る
担
い
手
と
の
連
携
も
、
地
域

ぐ
る
み
で
安
全
向
上
を
図
る
一

つ
の
方
法
だ
ろ
う
。
農
機
メ
ー

カ
ー
は
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
未
装
備
の
古

い
機
種
に
も
対
応
す
る
後
付
け

キ
ッ
ト
販
売
を
発
表
し
た
。
安

全
意
識
向
上
と
併
せ
、
機
械
装

備
や
作
業
環
境
、
作
業
方
法
の

面
か
ら
、
安
全
対
策
を
今
一
度

見
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
【
参
考
】

年
２
月
段
階
で

キ
ッ
ト
の
後
付
け
可
能
な
機
種

は
、
ク
ボ
タ
Ｇ
Ｌ
（
初
代
）
、

Ｇ
Ｔ（
初
代
）、Ａ（
ア
ス
テ
、

ア
ス
テ
フ
ァ
イ
ブ
）
。

　
ブ
ド
ウ
を
２
㌶
経
営
し

て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
収

穫
体
験
を
始
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
集
客
し
て
い
ま
す

が
、
か
ん
ば
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
な
方
法
で
集
客
さ
れ
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
私
た
ち
は
お
客
さ
ま
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
名
前
を
出
す

努
力
を
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
新

聞
社
や
テ
レ
ビ
局
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ

ー
ル
を
し
ま
す
。
例
え
ば
「
桃
畑

に
『
鬼
ふ
す
べ
』
と
い
う
巨
大
き

の
こ
が
出
ま
し
た
。
ぜ
ひ
取
材
に

来
て
く
だ
さ
い
」
と
か
、
「
あ
け

び
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
取

材
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
具

合
で
す
。
取
材
す
る
か
し
な
い
か

は
、先
方
が
決
め
る
こ
と
で
す
が
、

情
報
提
供
し
な
い
こ
と
に
は
始
ま

り
ま
せ
ん
。
や
ら
な
い
よ
り
は
や

っ
た
ほ
う
が
良
い
で
す
ね
。

　
駅
前
や
繁
華
街
で
の
チ
ラ
シ
配

り
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。
１
人

で
配
る
と
心
が
折
れ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
地
域
の
仲
間
や
行
政
、

農
協
の
方
々
な
ど
を
巻
き
込
ん
で

や
り
ま
し
ょ
う
。
後
で
打
ち
上
げ

も
で
き
ま
す
し
、
直
接
お
客
さ
ま

と
語
り
な
が
ら
手
渡
し
す
る
の
で

と
て
も
効
果
的
で
す
。
た
だ
事
前

に
許
可
が
必
要
な
と
こ
ろ
が
多
い

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
じ
ゃ
ら
ん
遊
び
体
験
な
ど
の
体

験
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
も
、
知
っ
て

も
ら
う
に
は
効
果
的
で
す
。
「
ぶ

ど
う
狩
り
」
と
検
索
す
る
と
必
ず

目
立
つ
と
こ
ろ
に
表
示
さ
れ
ま

す
。た
だ
、掲
載
は
無
料
で
す
が
、

そ
の
後
集
客
す
る
と
そ
れ
に
対
し

手
数
料
が
か
か
る
場
合
が
多
く
、

広
告
宣
伝
費
と
し
て
考
え
ら
れ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
で
体
験
が
返
礼

品
に
つ
い
て
く
る「
さ
と
ふ
る
」

や
、新
聞
に
募
集
広
告
の
入
る
旅

行
会
社
な
ど
に
営
業
に
行
っ
て
、

コ
ー
ス
に
入
れ
て
も
ら
う
と
名
前

が
載
り
ま
す
。海
外
向
け
に
は「
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｙ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」、「
Ａ
ｉ

ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
」な
ど
に
載
せ
る
と
知

っ
て
も
ら
う
機
会
が
増
え
ま
す
。

　
予
算
が
あ
れ
ば
リ
ス
テ
ィ
ン
グ

広
告
（
Ｗ
ｅ
ｂ
検
索
を
広
告
主
の

サ
イ
ト
へ
誘
導
）
な
ど
も
効
果
的

な
方
法
で
す
。
次
第
に
認
知
が
広

ま
っ
た
ら
、
お
客
さ
ま
に
口
コ
ミ

宣
伝
し
て
も
ら
う
方
法
、
つ
ま
り

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
情
報
発
信
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

「廃菌床の肥料は有機農業に有効」と話す浜田さん

生
き
物
が
豊
富
な
水
田
に
、

渡
り
鳥
が
越
冬
に
訪
れ
る

「ツルを育むお米」は環
境志向の消費者に好評

　
浜
田
さ
ん
は
地
域
の
製
造
業

者
と
協
力
し
て
廃
菌
床
の
堆
肥

化
を
考
案
。
広
葉
樹
の
チ
ッ
プ

や
米
ぬ
か
で
で
き
た
菌
床
は
チ

ッ
素
を
多
く
含
み
、
水
分
量
も

堆
肥
化
に
適
す
る
。
微
生
物
に

よ
る
分
解
も
早
く
、
ミ
ミ
ズ
の

ふ
ん
土
に
す
る
の
に
最
適
だ
と

い
う
。

　
ミ
ミ
ズ
の
ふ
ん
土
は
有
機
農

業
に
適
す
る
と
し
て
世
界
的
に

も
注
目
さ
れ
る
肥
料
だ
。
酵
素

が
豊
富
な
ミ
ミ
ズ
の
腸
で
消
化

さ
れ
た
有
機
物
は
植
物
に
吸
収

さ
れ
や
す
い
状
態
に
な
る
他
、

植
物
が
病
害
虫
に
強
く
な
る
有

用
菌
も
増
え
る
と
い
う
。

　
こ
の
肥
料
で
育
て
た
野
菜
の

成
分
を
調
査
す
る
と
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
や
抗
酸
化
物
質
、
糖
質
を

多
く
含
む
こ
と
も
分
か
っ
た
。

野
菜
が
苦
手
な
子
供
で
も
、

「
果
物
み
た
い
に
甘
く
て
お
い

し
い
」
と
喜
ん
で
食
べ
る
と
い

う
。
浜
田
さ
ん
は
「
廃
棄
さ
れ

て
い
た
も
の
で
お
い
し
い
野
菜

が
で
き
れ
ば
、
環
境
に
も
農
業

者
に
も
良
く
一
石
二
鳥
」
と
胸

を
張
る
。

　
キ
ノ
コ
の
産
地
で
は
廃
棄
さ
れ
る
大
量
の
菌
床
が
悩
み
の
種
だ
。
徳
島
県
小
松
島

市
の
㈱
阿
波
農
産
は
こ
れ
を
野
菜
や
米
の
生
産
に
活
用
。
２
０
０
８
年
か
ら
、
地
域

特
産
の
シ
イ
タ
ケ
の
廃
菌
床
を
ミ
ミ
ズ
に
食
べ
さ
せ
て
で
き
た
「
ふ
ん
土
（
ど
）
」

を
肥
料
に
使
っ
て
い
る
。
生
き
物
が
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、


年
頃
か
ら
は
水
田
に
冬
に
は
ツ
ル
、
夏
に
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
や
っ
て
来
る
よ
う
に
な

っ
た
。
同
社
代
表
取
締
役
の
浜
田
孝
俊
さ
ん
（

）
が
進
め
て
き
た
。

　
同
社
は
水
田
１
・
５
㌶
、
露

地
野
菜
１
㌶
、
施
設
野
菜

㌃

を
経
営
す
る
。
土
づ
く
り
を
通

し
て
、
農
地
に
ミ
ミ
ズ
や
カ
エ

ル
な
ど
の
生
き
物
が
増
え
た
と

い
う
。

　
浜
田
さ
ん
は
こ
う
し
た
生
き

物
が
越
冬
で
き
る
よ
う
、
水
田

を
冬
も
湿
っ
た
状
態
で
保
つ
よ

う
に
し
た
。
土
を
乾
燥
さ
せ
な

い
と
生
き
物
の
す
み
か
が
で
き

る
他
、
チ
ッ
素
が
蒸
発
せ
ず
に

保
た
れ
、
栄
養
豊
富
な
土
壌
が

で
き
る
と
い
う
。

　
す
る
と
、
虫
や
魚
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
生
き
物
が
田
ん
ぼ
に
生

息
し
始
め
た
。
専
門
家
を
招
い

た
調
査
で
は
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
や

ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
、
メ
ダ
カ
、
ド

ジ
ョ
ウ
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の
水

田
に
比
べ
て
多
く
の
種
類
の
生

き
物
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
。
餌
と
な
る
生
き
物
が
豊

富
に
な
り
、
渡
り
鳥
も
訪
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
浜
田
さ
ん
は
こ
う
し
た
水
田

で
育
て
た
米
を
「
ツ
ル
を
育
む

お
米
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
。

地
域
の
生
協
と
協
力
し
、
顧
客

を
確
保
し
て
い
る
。
生
協
の
組

合
員
向
け
に
開
催
す
る
水
田
の

生
き
物
調
査
は
、
都
市
部
の
家

族
に
好
評
だ
と
い
う
。

　
浜
田
さ
ん
は
、
「
田
畑
の
環

境
が
良
く
な
れ
ば
、
地
域
の
人

も
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

果肉は鮮やか
なピンク色で
果皮は濃赤色

基準局・測量モジュ
ールも付属している

　長野県果樹試
験場はこのほ
ど、果肉がピン
ク色に着色する

晩生のリンゴ新品種
「リンゴ長果」を開
発した。
　成熟期は月上旬か
ら中旬。果実は㌘
程度とやや大きめだ。
果形は円、果皮色は濃
赤色になる。糖度は

％、酸度は．％程度
と高い。生食の場合、酸
味は強いものの食味は
濃厚だ。硬度は約㍀
で、果汁が多く、食感
はサクサクしている。
　果心を除く果肉部分
の全面または一部がピ
ンク色に着色。果肉色
を生かしたサラダ用の
カットフルーツやセミ
ドライ加工などへの利

用も期待されている。
　現在、品種名を選定
中で、本年度中に品種
登録出願される予定。

　クミアイ化学
工業はこのほ
ど、エフィーダ
（一般名：フェ

ンキノトリオン）を含
有する初めての水稲中
・後期除草剤「ツイゲ
キ１㌔粒剤」＝写真＝
を発売した。
　同剤はエフィーダ
に、ピリミスルファン
とシメトリンを加えた

３成分で
構成。湛
水 散 布
で、ノビ
エをはじ
め、一年
生雑草か
ら葉齢の

進んだ多年生雑草まで
優れた防除効果を発揮
する。特にホタルイ
（草丈㌢まで）、ク

ログワイ（草丈㌢ま
で）、オモダカ（矢じ
り葉４枚まで）といっ
た草種への効果が高
い。
　エフィーダは同社と
ＪＡ全農が共同で開発
した成分。広葉雑草や
カヤツリグサ科雑草な
ど幅広い草種を防除で
きる。スルホニルウレ
ア系除草剤（ＳＵ剤）
抵抗性雑草への効果も
高い。

　ヤマハ発動機
は３月、自動飛
行が可能な農業
用マルチロータ

ー（ドローン）「ＹＭＲ
―ＡＰ」を発売した。
　高精度な測位が可能
なＲＴＫ方式を採用。
専用ソフトで散布ルー
トを自動作成可能で、
ルートに沿い圃場内の
自動飛行や自動散布が

できる。
　同社が年３月に
発売した「ＹＭＲ―」
同様、１回の飛行で、約
１㌶連続散布できる。

かかる時間は約分。
散布性能と速度を向上
することで、約４分短
縮した。粒剤散布装置
も取り付けられる。
　対象バッテリーのレ
ンタルも始める。同社
が展開するスマート農
業支援プラットフォー
ム（ＹＳＡＰ）に対応。
農薬散布や施肥履歴の
管理などもできる。
　希望小売価格は
万円（税込み）。

　水産研究・教
育機構東北区水
産研究所、日清
丸紅飼料、日本

農産工業らはこのほ
ど、飼料米を利用した
ギンザケ用配合飼料を
開発した。
　同飼料は、米由来の
成分を約％含む。一
般的な養魚用飼料に約
～％含まれる小麦

粉を置き換えた。餌の
形状は通常と変わらな
い。養魚用飼料の自給
率は推定５％で自給率
向上を目指している。
　昨年、ＪＡ全農みや
ぎの協力を得て、一定
量の飼料米を確保。ギ
ンザケへの飼料投与に
必要な認可も取得し
た。生育したギンザケ
は「みやぎサーモン」

として地理的表示（Ｇ
Ｉ）登録。県内や東北
エリアの生協で試験販
売を始めている。
　同機構の二階堂英城
センター長は「米を食
べさせると脂がのりや
すいデータも出た。
『耕水連携』を合言葉
に、付加価値をつけて
販売したい」と話す。
加工品は東京駅でも販
売。㌧の輸出実績も
ある。

６（第３種郵便物認可） ２０２０年（令和年）４月３日（金）

最新の技術や農業機械、
先進農家の取り組みを紹介

43

４面（経営・流通）

農業経営でお困りのことはありませんか？
疑問のあれこれを分かりやすいQ＆A形式で解説し、解決
に導きます

各メーカーなどで開発された新
技術・新品種や新発売の農業機
械、資材をご紹介します。

マーケティングや労務管理、税
金等経営に役立つハウツー情報
を連載形式で解説します。

認定農業者
  応援宣言！

▶ ▶ ▶

１週 ２週 ４週３週

■発行日…毎週金曜日
■購読料…月額700円（税・送料込）

購読のお申込み、お問い合わせは
農業委員会（℡675-8108）まで
ご連絡ください！

無料Web版の閲覧サービスもあります！
紙媒体の読者は、無料でWeb版が閲覧
できます（全ての地方版にも対応）。
全国農業新聞ホームページから購読者
番号を入力してログインしてください。

全国農業新聞全国農業新聞

※内容は変更になる場合があります。

〇経済・経営・農地・地域社会問題等、毎週様々なテーマをお伝えします！
　（週替わりのコラム、特集企画等）
〇農政ニュースをまとめて掲載
〇第一線で活躍する農業者にスポットを当てて紹介！
〇経営に役立つ管理方法や最新技術、話題の商品、先進農家の取り組みなど、
　農業経営に役立つヒントが盛りだくさん！（下掲載記事参照）

全国の農業委員会の特徴的・先進的活動、活躍を毎週お知らせ

地方ごとの頑張る農業者の記事、農業委員会活動、イベント情報等を掲載

全国農業新聞ってどんなことが載ってるの？
１面

7面

8面
（地方面）

2面・3面

４面～6面

2020年4月から
オールカラー化！！
を読みませんか？

経営転換協力金

内　　容

★機構集積協力金の交付単価
＜出し手に対する支援＞

離農による協力金を希望する方は
｢令和3年8月」までにご相談ください！

令和元年度 ～ 令和3年度 

交付単価：1万5千円／10ａ
上 限 額：50万円／１戸 

上記のほかに、地域全体に対する「地域集積協力金」や農地の集約化を図る担い手に対する「農地整備・
集約協力金」もありますので、下記までお問い合わせください。
◆「人・農地プラン」「農地バンク」に関する問合せ先 町産業課 TEL675-8104 

※令和４～５年度は、地域で取り組む場合のみ
１万円／10ａ（上限額 25 万円／１戸）
令和５年度で廃止されます。
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【
１
月
】

◆
１
月
18
日
（
月
）

　
申
請
地
現
地
調
査

◆
１
月
20
日
（
水
）

　
農
業
委
員
会
定
例
総
会
・
全
協

【
２
月
】

◆
２
月
18
日
（
木
）

　
申
請
地
現
地
調
査

◆
２
月
22
日
（
月
）

　
農
業
委
員
会
定
例
総
会
・
全
協

【
３
月
】

◆
３
月
22
日
（
月
）

　
農
業
委
員
会
定
例
総
会
・
全
協

【
４
月
】

◆
４
月
16
日
（
金
）

　
申
請
地
現
地
調
査

◆
４
月
20
日
（
火
）

　
農
業
委
員
会
定
例
総
会
・
全
協

【
５
月
】

◆
５
月
10
日
（
月
）

　
辞
令
交
付
式

　
農
業
委
員
会
初
定
例
総
会
・
全
協

◆
５
月
18
日
（
火
）

　
申
請
地
現
地
調
査

◆
５
月
20
日
（
木
）

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
委
嘱
状

　
　
交
付
式

　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

　
　
委
員
研
修
会

　
農
業
委
員
会
定
例
総
会
・
全
協

【
６
月
】

◆
６
月
17
日
（
木
）

　
申
請
地
現
地
調
査

◆
６
月
21
日
（
月
）

　
農
業
委
員
会
定
例
総
会
・
全
協

こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
農
業
委
員
９

名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
18
名

に
よ
る
第
24
期
生
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
年
２
回
の
発
行
と
な
り
ま
す
が
、

農
地
や
農
業
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
委
情
報
編
集
委
員

４Ｈクラブは、
将来の高根沢町の
農業を支える
若い農業者が

集まった組織です。

４Ｈクラブは、
将来の高根沢町の
農業を支える
若い農業者が

集まった組織です。

６月1日、2日に４Hクラブの方々の指導のもと、保育園の子どもたちが
サツマイモの苗の定植体験を行いました。実際に農作業を体験するこ
とで、子どもたちが農業に興味をもつ良い機会となりました！

４Ｈとは・・・
Head（頭脳）･････科学的に物事をとらえることができる頭
Hand（技術）･････農業の改良と生活の改善に役立つ腕
Heart（心）･･･････誠実で友情に富む心
Health（健康）･･･楽しく暮らし、元気で働くための健康
　　　　　　　　　　　　の頭文字をとったものです！

サツマイモの定植体験サツマイモの定植体験４Hクラブ主催！
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